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春 身近な自然が暖かい

平成4 年度足立区河川生物調査報告書「 川の生き物たち」

舂
の
そ
よ
風
が
感
じ
ら
れ
、
な
ん
と
な
く
心
が
う
き
う
き
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

草
花
が
芽
を
出
し
、
鳥
の
さ
え
ず
り
も
心
地
よ
く
、
自
然
が
と
て
も
楽
し
い
季
節
で
す
。

「
川
の
生
き
物
た
ち
」
は
、
そ
ん
な
自
然
や
生
物
を
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
身
近
な
自
然
の
大
切
さ
を
、
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
作
り
ま
し
た
。
区
内
の
河
川
、
特
に
荒
川
に
棲
む
、
魚
や
昆
虫
、
鳥
や
植
物
な
ど

を
1
年
間
か
け
て
調
査
し
た
も
の
で
、
絶
滅
寸
前
と
い
わ
れ
る
匕
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
や
都

会
で
は
珍
し
い
キ
ジ
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
春
の
一
日
、
自
然
ウ
″
ツ
チ
ン
グ
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。か
わ
い
い
鳥
や
草
花
と
出
会
え
る
だ
け
で
な
く
、新
し
い
発
見
が
皆
さ
ん

を
待
っ
て
い
ま
す
。

お
よ
そ
8
0
0種の

生
物
を
確
認

区
ア
ほ
、
今
後
の
環
境
対
策

や
、
ま
鳧
つ
く
り
に
生
か
す
た

め
、
川
の
水
質
や
生
物
の
生
忌

状
況
を
調
べ
て
い
ホ
罵

今
年
度
は
、
昭
和
6
3年
度
に

続
く
4

年
に
一
度
の
大
規
哽
調

査
の
年
に
あ
た
り

、
平
成
3

年
1
0

丹
か
ら
4
年
9

月
ま
で
の
1

年
間
命
が
け
、
荒
川

、
隅
田
川

、

中
川
、
毛
長
川
、
碵
瀬
川
の
X

内
5

河
川
を
調
査
し
掫
レ
だ
。

そ
の
結
果

、
魚
や
昆
虫

、
鳥

な
y
葯
8
0
0種
の
生
物
蠹

雀
認
す

る
こ
と
が
で
き
声
した

。

「
川
の
牛
菁
物

た
ち
」
で
は
、

区
内
河
川
の
中
で
特
に
自
然
が

多
く
残
る
荒
川
釁
甲
心
に

、
そ

の
調
杏
葫
果
を
掲
載
し
て
い
ま

す

。

絶
滅
寸
前
の

ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
が

荒
川
で
繁
殖

ヒ
ヌ
マ
イ
E

ン
ボ
は
、
環

境
庁
に
よ
っ
て
、
日
本
で
最
も

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
「
絶
滅

危
惧
種
」
の
一
種
に
指
定
さ
れ

て
い
挙
(
変
貴
琲
な
ト
ン
ボ
で

す
。
1
9
7
1
年
に
茨
城
県
の

涸
沼
で
発
見
さ
れ
、
生
思
地
と

し
て
H
都
府
県
で
わ
ず
か
2
4力

所
の
報
告
が
あ
る
だ
け
で
す
。

前
同
、
昭
和
6
3年
度
の
調
査

で
、
既
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
調
査
で
も
同
じ

場
所
で
匯
認
で
き
、
荒
川
で
の

繁
殖
に
、
笹
蜃
冫
弓
る
こ
と
が

で
膏
ま
し
た
。

匕ヌマイトトンボ

ヨ
シ
原
は

渡
り
鳥
の
や
す
ら
ぎ
空
間

烏
髫
しほ
、
世
界
的
に
み
て

も
分
布
が
隕
う
れ
て
い
る
烏
、

ク
ロ
ジ
が
仞
め
て
記
録
さ
れ
ま

し
た
。
ク
ロ
ジ
の
越
冬
地
は
、

本
州
中
部
以
南
の
主
に
林
や
谷

な
ど
で
す
。
今
回
確
認
さ
れ
た

も
の
は
、
渡
り
の
中
継
地
と
し

て
、
荒
川
の
ヨ
シ
原
を
莉
用
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
1
0月
に
荒
川
で

捕
麑
し
た
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
に
、

標
識
受
付
け

、放
し
た
と
'
旨

、

同
じ
烏
が
愛
知
県
邨
大
半
n
で

確
認
さ
れ
劣
し
た

。

こ
れ

り
の
結
哭
は

、
荒
川
の

ヨ
シ
原
が
多
く
の
渡
り
烏
に
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
あ
り
、
烏
類
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
場
所
で
杏
り

こ
と
を
尓
し
て
い
求
罵

ヨシ原のア オサギ

川
を
活
用
す
る

足
立
を
流
れ
る
一
番
太
滯
な

川
、
荒
川
。
冶
奎
需
日
的
に
明

治
4
4年
か
ら
昭
和
5
年
ま
で
、
1
9

年
か
か
っ
て
作
ら
れ
た
人
工

の
河
川
で
司

治
水
、
水
運
、
農
業
甲
ボ
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
川
も
、

現
在
で
は
、
区
内
の
貫
雲
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
運
動

場
、
公
園
な
ご
涙
靠
さ
れ
、

人
々
の
簗
う
、レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
し
て
箚
吉
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
火
大
会

や
足
立
ま
つ
n
な
仁
砥
澀
各

れ
る
、
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
で
も

あ
ひ
豕
す
。

こ
り
ぷ
つ
に
、
た
く
さ
ん
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
荒
川

に
、
今
も
っ
と
も
求
め
う
れ
て

い
る
の
は
、
自
生
匚
邑
が
っ
た

ヨ
シ
陬
な
ど
の
、
ほ
か
の
場
所

で
ほ
代
替
の
忝
?
な
い
、
す
ぐ

れ
た
自
然
を
保
令
U
、
回
復
す

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。既

にほ

、し
っ
か
n
と
し
た

生
物
調
査
膏
汀
冫
冫
こ
も
に
、

ビ
オ
ト
ー
プ
構
想
や
親
水
計
画

な
ど
に
よ
り
、
自
然
の
保
全
や

復
苓
誣
腮
て
い
ネ
罵

ビ
オ
ト
ー
プ

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
動
碵
物

の
生
忌
・
生
育
空
間
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
池
沼
、
阿
川
、
森

林
、
生
垣
、
屋
上
や
壁
面
の
緑

な
ど
石

ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
解

釈
さ
れ
て
お
り

、
人
間
と
生
物

が
共
存
す
る
空
間
の
概
念
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、「
荒
川
が
足
立
区
の

自
然
保
全
・
薗
万
の
柱
と
莎
夕

と
考
瓦
、
区
域
を
疋
め
、
親
水

整
㈲
計
画
と
一
体
に
、
自
然
保

全
地
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。現

在
、
荒
川
の
左
岸
、
J
R

鉄
僑
わ
き
に
、
そ
の
モ
デ
ル
と

な
る
殍
地
・
水
辺
の
整
備
冴
通

め
て
い
ホ
罵
丿
蔆
は
。
平
成

6
年
度
を
予
定
二
嶇
、
親
水

整
備
に
合
わ
せ
順
次
、
ビ
オ
ト

ー
プ
鷽
設
定
し
、
自
然
保
全
・

僅
跼
尿
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
豈
凶

っ
て
い
き
里
y
。

シロツメクサとベニ シジミ

自
然
を
守
り

育
て
る
の
は
私
た
ち

最
近
、板
橋
区
で
起
き
た
「
矢

ガ
モ
」
事
件
。
マ
ス
コ
ミ
で
も

大
さ
く
取
り
占
フ
ジ
れ
、
人
々

に
生
命
の
尊
さ
、
自
然
・
環
境

保
護
9
(
切
枩
屬
一
く
印
象
づ

け
ま
し
た
。
次
だ
、
人
間
の
お

ぶ

豕

現
代
餮

が
惣
乏

複
雅
な
状
廖
氤
頽
徼
す
る
事

件
で
し
た
。

隻
弓
にほ

、
鳥
や
昆
虫
な
ど

の
か
動
物
の
瓷
が
年
々
少
な
ぐ

な
っ
て
い
ネ
罵

庄
む
場
所
や

命
を

奪
っ
て
い
る
の

は

、
譽

反

が
う
人
間

で

罵一
人
ひ

と
ほ
か

周
り

の

自
然

や
環
境
を
知

り

、
関
心
を
痔
ち

、
守

り

、
享

七

い
べ

「
川
の
牛
胥
物
た
ち
」

は

、
そ
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
な
れ
ば
と
作
っ

た
萼
卞
で
す

。

バンの親子

ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ
ヘ

出
か
け
よ
う

旧

の
生
き
物
た
ち

」
は
、

調
査
結
果
の
デ
ー
タ
や
分
析
を

載
せ
た
報
告
書
「
川
の
牛
両
耨

た
ち
Ⅲ

」
と
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

の
グ
ラ
フ
版
「
川
の
牛
両
も
の

」

の
2

編
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
版
は

、「
牛
百
石
の
図

黔

「
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ーマ
ッ
ブ

な
ど
i

章
で

構
成
。
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い

、

見
て

、
嫺
(
で

、
楽
し
い
冊

ナ

に
仕
上
げ
ま
し
た

。

ご
覧
に
な
n
た
い
方
は

、
情

報
公
開
課
(

杰
丁
舎
と
中
央
本

町
庁
舎
)
と
環
境
課
調
杏
葆
(
中

央
本
町
保
健
相
談
所
内
)
で
閲

覧
で
4
汞

罵

ま
た
、
グ
ラ
フ
版
は
I

冊
9
0
0

円
で
情
報
公
開
順

に儼
売
し
て

い
ま
す
。

「
川
の
牛
齊
物
た
ち
し
7

于

に
、
皋
迸
か
な
と
こ
ろ
に
い
る

動
物
や
植
物
を
探
し
に
行
膏
ま

せ
ん
か

。

問
合
せ
先

環
境
課
調
査
係
　

昔
(
3
8
8
0
)

～
7
5

グラフ版の 「川の生きもの
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経

営

融
資
に
つ
い
て

中
小
企
業
経
営
者

の
皆
さ
ん
へ

□
融
資
利
率
の
引
き
下
げ

区
で
は
、
中
小
企
業
を
硅
常

窶
芻
孝
ん
を
対
象
に
、
中
小

企
業
融
資
(
運
転
資
金
・
設
備

資
金
等
)
の
貸
し
付
け
あ
っ
せ

ん
聚
吋
つ
て
お
ひ
季
ふ

、
4

月
1
日
融
資
申
し
込
み
分
よ

り
、
貸
付
利
デ
爵
ぎ
下
げ
、

「
年
利
5
.
0
%」と
し
ま
す
。

□
第
二
次
緊
急
対
策
融
資

長
期
化
す
る
景
気
の
低
迷
に

対
し
て
、
次
り
と
お
り
「
第
二

次
緊
急
対
策
融
戸

を
行
い
ま

す
。

対
象

事
業
継
続
に
支
障
を
受

け
、
最
瘴
一
ヵ
月
書
肥
は
1
　

年
間
の
牛
犀
罰
・
売
卜
額
が

前
年
同
期
と
比
較
し
て
、
1
2
　
%

以
上
減
少し
て
い
る
区
内

中
沢
偸
者
の
万

融
資
限
度
額

沺
万
円

あ
っ
せ
ん
利
率
u
%
(

区
が

n
%
の
利
子
補
給
し
豕
了
)

融
資
期
間
4

年
以
内
(
想
凡

置
胥
T
年
以
内
を
含
む
)

融
資
件
数
1

千
件

融
資
予
定
額
5
0
濕
円

受
付
期
間
4
月
9
日
y
7
月

※
相
談
翼
け
付
け
お
よ
び
甲
込

用
紙
の
交
付
聚
4

月
2
日
か

ら
開
始
に
汞
す
。

俚
阯

原
則
と
し
て
、
東
京
信

用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
　
(

保
証
料
全
額
区
負
担
)

-

い
ず
れ
や
卜

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

胛
ふ∵
融
資
係

`
一
一
(
3
8
)
5
1
9
1

福

祉

老
人
医
療

受
給
者
証

・
(
福
)
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
へ

4
月
1
日
か
ら
、
医
療
機
関

で
受
殼
」
だ
場
合
に
お
支
払
い

い
た
だ
卮

部
負
犯

昌

額
が

瞿
p
リ
ポ
す
(
表
工

。

〉
章
入
医
療
9

殳

時
一
部
負

扣
金
の
特
例
は

、
今
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
(

表
2
)

▽
第
三
者
行
為
(
交
通
事
故
等
)

で
ヶ
ガ
を
し
て

、
健
康
保
険
で

治
療
す
る
場
合
は
届
け
て
ぐ
だ

さ
い
(

衆
人
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
万
は
、
高
齢
者
医
療

係
へ
。
冊
医
療
証
を
お
持
ち
の

方
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

へ
)

マ
健
康
保
険
証
が
豕
む
っ
た
方

は
、
高
齢
者
医
療
箜
素
ほ
区

民
事
務
所
へ
届
け
て
ぐ
だ
さ
い

マ
区
外
へ
転
出
さ
れ
る
万
は
、

参
(
医
療
証
・
噂
療

証
を
高

齢
者
医
療
係
ま
た
ほ
区
民
事
務

所
へ
必
ず
お
返
し
ぐ
だ
さ
い

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

高
齢
者
医
療
係

表1 老人医療の一部負担金表2 入 院時一 部負 担金の特例

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
ん
で
い

に冫
にほ

あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
喟
し
ほ
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
育
成
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
y
こ

や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
お
気

軽
腿

」相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

の
秘
密
は
畩
亶
¥

チ

。

実
施
葆

育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町

4
ム
J
1
2
3
)

…
絎
週

月
・

木
曜
日

S
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
　

2
9
1
6
)
…
毎
週
水
・
金
曜
　

゛
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
　

-
1
0
)
=
・
毎
週
火
・
土
曜
日
　
?

3
9
1
4
)
6
4
6
6

相
談
時
間
い
ず
れ
も
、午
前
　

9
時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
氣

蘿

問
ふに
せ
先

本
庁
舎
字

住
)
・

郤
思

筬

係

児
童
育
成
手
当

・
障
害
手
当

該
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い

□
育
成
手
当

1
6歳
未
満
の
思
璽
(
1
6
歳
に

達
し
た
日
の
年
度
の
末
日
以

前
)
、平
戚
5

年
4
月
か
ら
は
1
7

歳
未
満
(
1
7
歳
に
逵
k

吉

の

属
す
る
年
度
の
末
日
以
前
)
で

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
罵▽

父
母
が
離
婚

マ
父
ま
た

は
母
が
死
亡

、
生
死
不
明

・
》

父
ま
だ
は
毋
に
1
年
以
上
邇
棄

さ
れ
て
い
る

▽
冬

素

ほ
母

が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
狗
禁

さ
れ
て
い
る

▽
毋
が
婦
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

で

、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い

マ
父
ま
た
は
母
が
重
度
の

障
害
(

身
体
障
害
者
千

帳
1
・

及

秡
程
度
)

手
当
額
1

万
1

千
5
0
0円

□
障
害
手
当

2
0歳
禾
満
で
心
身
に
障
害
が

あ
ひ

、
呎
の
い
ず
れ
か
に
該
当

哀

傷

重
。

▽
精
神
薄
弱
で
「
愛
の
モ

黔
I
A

度

▽
身
体
障
害
で

「
身
体
障
害
者
手
瘢

」I
・
2

級

▽
膀
性
マ
匕
ま
に
は
進
汀

誌

習

羂
(

い
し
ゅ
く
)

症

手
皿
顧
1

万
1

千
5
0
0円

※
い
ず
れ

も
、
所
得
制
限
″
あ

り
汞

罵

ま
た
、
状
況
に
よ
り

申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り

ま
す
の
で

。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
臂
ぐ
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
庄
)

。

児
熏
叨
成
係

保

険

4 月1 日から
国民健康保険証が
新しくなり ます

現
在
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る

「国
民
健
康
保
険
声
は
、3

討
甘
で
烈
韻
瓏
が
切
れ
、

唏
?
き
な
ぐ
な
2
チ
。

4
月
1
日
か
ら
は
、
新
し
い

国
民
健
康
保
険
証
に
莪
冐
ま

す
。
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
診

療
を
受
け
忝
必
ほ

、
必
ず
薪

し
い
国
民
健
康
保
険
証
麥
お
持

ち
ぐ
だ
さ
い
。

□
新
し
い
保
険
証

▽
一
般
被
保
険
者
呼

さ
く
ら

色

〉
退
職
被
保
険
者
証
・
:
濱
ク
リ

ー
ム
色
(

讚
い
黄
色
)

□
保
険
証
の
交
付
方
法

4
月
1
日
か
ら
便
用
で
膏
る

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
は
、
3

月
2
4日
(

予
定
)
に
郵
送
し

ま
す
。

た
だ
し
、
長
期
間
何
も
運
絡

が
尽
ぐ
保
険
料
の
納
付
が
な
い

な
ど
、
資
格
の
確
認
が
必
要
な

世
帯
に
は
、
国
民
健
康
保
険
課

の
窓
口
で
嗄
認
後
、
直
接
お
渡

」
于
る

場
合
を

沢
¥

ヂ

。

(学
)
(学
生
用
)
由
(

瀉

顎

用
)

の
保
険
証
は
自
動
的
に
更

新
(
郵
送
)
匚
ま
せ
ん
の
で
、

該
当
の
世
帯
に
お
送
n
し
て
い

る
申
謂
帶
鷽
丿
孚

猊
出
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
か
な
ぐ
な
っ

た
樶
E

、
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

□
保
険
証
が
届
い
た
ら

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
が

届
い
た
ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る

氏
名
、
生
年
月
日
な
ぐ

屬

腮

し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
ご
記
載
に
誤
叺
?
の
り

ま
レ
た
ら
、
国
民
健
康
保
険
課

ま
た
ほ
区
民
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

'
}目
分
で
訂
正
に
た
り
、
書

き
込
ん
だ
n
チ
夊
と

国
民
健
康

保
険
証
は
無
聊
茹

首

。
医
療

無

聊

懣

用
で
忝

竃
く
な
n
ま

す
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

□
古
い
保
険
証
は
お
返
し
を
　

艱

劒

限
の
切
れ
た
国
民
健

康
保
険
証
は
、
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返

し
く
だ
さ
い
(

郵
送
可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係・一一
(
1
)
5
1
3
1

特
定
疾
病
療
養

受
療
証
も
新
し

く
な
り
ま
す

人
工
凄
裙
な
ぐ
怎
G

て
い

ス
男

が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
詞
僚
養
受
療
声

も
、
4
月
1

日
か
ら
薪
し
く
な
2

ヂ

。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
耻
と

は
別
に
郵
送
に
汞

罵

こ
れ
ま

で
の
古
い
受
療
証
は
、
国
民
健

瓏
保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

に
お
返
し
く
だ
さ
い
(

郵
送

可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付

係゙
(
3

呂
)
5
1
2
1

国民健康保険
料 に 関 す る
申告書を送ります

国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
の

莖
呎
温
灸
だ
め
、
国
民
健
康

保
険
料
に
闃
す
る
申
告
書
を
遘
n

乖
罵

前
回
こ
の
甲
告
潛
を

提
出
し
て
い
る
世
帯
や
、
前
年

度
の
所
得
税
・
住
民
税
の
禾
甲

告
者
が
い
る
Ⅲ
帯
な
こ
に
、
お

咨

梟
手

。

応
じ

。
今
回
確
定
ま
累

だ
座
澆
税
の
申
告
を
い
に
世

帯
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
n
ま

贊
へな

お
、
こ
の
里
畄
砂
蕎

な
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
課

書
に
は
各
区
民
事
務
所
に
あ
り

ホ
T
の
で
、
t
勅
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
`
″
(
3
8
8
)
5
1
3
1

生

活

発
行
し
ま
す

区
民
葬
儀
利
用
券

X
で
は
、
軽
い
負
扣
で
の
簡

素
な
葬
謇
届
呑
万
に
、
区
民

葬
儀
利
用
登
筱
摎
し
て
い
ま

す
。

発
行
場
所

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課
、ま
隘
}
本
庁
貢
千

住
)・
千
庄
区
民
事
務
所

申
込
方
法
死
亡
靡
断
書
(
死
　

亡
届
)
、
肯
ぽ
火
葬
許
可
耆
　

奮
諤
不
し
て
、
葬
儀
券
を
受
　

け
、
X
民
葬
儀
取
り
扱
い
業
　

者
に
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い

費
用
葬
祭
具
、
霊
柩
(
れ
い
　

き
ゅ
う
)
車
、
火
葬
な
こ
の
　

ラ
ン
ク
に
よ
り
約
1
2
万
円
　～

2
9万
円
の
範
囲
で
選
べ
ま

す
※
こ
の
ほ
か
諸
経
費
、
消
費
税

が
必
要
に
な
9
ぶ
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

S
(
3
8
8
0
)
5
Q
b
l

もう すぐ 桜の季節、区内には見所
が たく さ ん あり ま す( 昨 年 の 東 綾
瀬公園で)

東 京 都
議 会議員

選 挙 投票日　6 月27 日(日)

やさしい公職選挙法Q&A
寄附の禁止

公
職
選
挙
法
は
、
き
れ
い

な
選
挙
、
金
9

…
fか5

な
い

政
治
の
実
現
の
た
め
。
寄
附

に
つ
い
て
厳
し
く
規
制
し
て

い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰
さ

れ
ま
す
と

、
公
民
権
(
選
挙

権
・
被
選
挙
権
)

の
停
止
と

な
り
恚
す
。

具
体
例
と
し
て
は
、
次
の

ぷ
7
な
も
の
が
あ
ひ
豕
哭

Q

政
治
家
等
が
、
選

挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
孑
幺
x

学
祝
・
卒
業

祝
・
就
職
祝
・
出
産
祝
碼
こ
、

従
来
か
ら
男
竹
と
し
て
行
わ

れ
て
ぃ
や
5

な
お

も

し
て
は
い
け
な
い
の
で
す

な

・A

そ
の
と
お
り
で

す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
寄
附
と
し
て
、
煕
掣
も

っ
て
竿
止
さ
れ
ホ
罵

Q

政
治
家
等
が
、
町

内
会
の
野
球
大
会
や

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
令
な
ど
に

際
し
て

、
儚
曙
男

ッ
ブ
や
記

齒

邪

哂
る
こ
こ
は
で
さ
ま

す
も
寮
・
(
持
ち
回
り
の
た
め

の
貸
瑟

冥

む
)

A

で
空
壽
尤

。
罰

則
啻
も
っ
て
罘
止
さ

れ
ま
す
。

Q

政
治
家
等
が
葬
式

の
際

花
輪
・
供
花

を
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
出
せ
乖
ふ
謇・

A

出
甘

弄

瓦

。
罰

則
を
£
)
つ
て
犖

ぶ
さ

れ
ま
す

Q
政
治
家
等
が
、
自

治
会
の
行
祟
な
ど
の

際
に
、
金
一
封
聚
皆
筌
す

な
・A

劔
脾
審
附
に
あ

た
り
、
役
員
で
杏
心

と
が
、
出
席
T
夕
か

、
慣

習
で
あ
か
な
か
の
理
由
が
あ

っ
て
も
、
罰
則
啻
も
っ
て
禁

ふ吉
れ
ホ
罵

(選
挙
覽
蘖
翼
会
)

身
体
が
不
自
由
な
方
の
た
め
に

郵
便
投
票
制
度

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ

り
、枌
票
所
ヘ
ジ
冫
y
が

困
騅
な
万
は
、
郵
斈
奎
爬
っ

て
替
寄
る
こ
と
が
で
鳶
ま

す
。

対
象
身
体
障
害
者
平
帳
を
　

持
っ
て
い
て
、障
害
の
程
　

吁
が
次
に
該
当
茎
男
　

▽
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
　

機
能
…
L
級
、
z
級

▽
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸

器
・
唐
腸
・
ぼ
う
y
ち
・

小
腸
…
1
級
、―
級

※
障
害
が
複
数
あ
る
方
、
戦

傷
病
考
3
:緊
痔
つ
て
い
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い
。

申
垪
万
法

身
体
障
塰
旱

帳
胥
は
戦
傷
病
者
手
碾

と
印
か
ん
を
痔
参
。
代
理

人
に
よ
る
甲
請
も
可
、
た

だ
し
、
申
請
書
ほ
本
人
に

鏘
い
て
い
た
だ
耋
ぶ
す

※
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

ま
で
、
日
数
が
か
か
る
'苫

が
あ
n
ま
ヂ
の
で
、
該
当
す

る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
レ

て
ぐ
だ
さ
い
。

申
請
・
問
二昼
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
選
挙
管
理
委

貝
会

昔
(
3
8
8
2
)
　
I
L
L

㈹

都
市
農
業
公
園
が
休
園
し
ま
す

江
北
公
園
内
に
あ
る
都
市

農
業
公
園
は
、
改
良
工
事
の

た
め
t
月
1
日
か
ら
平
成
6

年一
鳳
習
と
ろ
ま
で
、
休

園
し
豕
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
1
淤
す
か
ご
協
力
氈
齟

い
し
ま
す
。

な
お
、
会
礁
甼

実
習
室

な
ど
の
集
会
壽
獸
は
、
引
き

慥
莉
愚
参

手

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
公
園
課

昔
(
肖
)
5
2
6
　
1



1993 年( 平成5 年) 3 月15 日 あ だ ち 広 報 第994 号( 3)

年

金

保
険
料
免
除

期
間
終
了
の

お
し
ら
せ

平
成
4
年
度
、
国
民
年
令
屎

険
料
の
象
墜
7
甲
請
」篆
認
さ

れ
た
方
(
密
冱
莟
む
)
は
、3

月
で
諮
莉
間
が
終
了
に
な
9

手

。

平
成
5
簑

も
引
き
靨
冕

除
啻
瓜
甼
も
万
は
、4
月
始

め
に
漾
忿
助
納
付
酊
に
、「
免

除
申
謂
「
ガ
キ
」
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
兔
隊
奮
入
ける
理
由

峇
く
わ
し
く
記
入
・
押
印
の
つ

え
、5
月
末
ま
で
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

幸
生
の
方
は

、
学
校
名
・
学

校
の
所
在
地
等
の
記
入
叭
忌

れ

ず
に
お
願
い

望

ヂ

。

な
お
j
s

咲
申
請
「

ガ
キ
」

が
呵
封
さ
れ
て
い
な
い
方
で

、

免
除
を
譱

黶
良
男
は

、4
月

以
降
に

、
国
民
年
全
課

・
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
申
請
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

免
除
申
繍
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん

▽
国
民
年
命
罕
帳

学
生
の
方
は
、
こ
の
ほ
か
に

マ
学
生
証
(
コ
ピ
ー
可
)

▽
親
元
を
は
な
れ
て
い
る
方

は
、
親
の
所
得
茹
丙

齢
啄

額
の
わ
か
'
(も

の
(
源
泉
徴

収
票
・
課
税
証
明
な

と
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
令
課
保
険
料
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

筱
月
、
皆
さ
ん
の
芻
近
ぐ
で
、

ね
ん
齏
凡
出
張
相
談
鷽
付
っ
て

い
惠
y
。

国
民
年
金
の
仕
絹
み

や
手
続

き
、
保
険
料
の
支
払
方
孱
弱
と
、

さ

恚
i

な

相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。
ご
つ
ぞ
、
右
気
軽
に
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
・
燻
所

表
3
(
y

お

り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

限

寧

籐

推
進
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表33 月のねんきん出張相駁日程

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855 一4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町保 健 相談 所 　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予 防係　3882- 1111 ㈹

健

康

お
や
こ
で
楽
し
く

あ
そ
ぼ
う

子
育
て
ク
ラ
ブ

(
友
遊
会
)

月
1
回
、
劈
ナ
で
楽
し
ぐ
遊

び
な
が
ら
交
流
し
て
い
李
瓦

忠
男
痂
ゲ
1
ム
、
工
作
な
ど

母
麭
が
自
主
的
に
取
n
諂
ん
で

い
る
会
で
、
新
し
い
お
友
達
を

募
集
中
で
す
。

日
時

毎
月
第
1
月
曜
日
、
午

前
1
0時
1
1
1時
叩
が

対
象
・
定
員

東
和
保
健
相
談

所
眥
内
の
I

哢
か
ら
厩
園
前

の
親
子
3
0組
(
先
鷺
唄
)

費
用

無
料

申
込
方
法

―
月
1
6
Eか
ら
癨

話
予
約

撮
7

申
込
・

問
合
せ
先

柬

和
保
健
相
談

所登
(
3
6
0
　

6
)
4
1
7
　

1

痴
呆
の
お
年
寄
り

の
対
応
の
コ
ツ

痴
呆
性
孝
人
を
瑁
尺
。
困
っ

て
い
る
ご
家
族
の
方
を
対
象

に
、
専
門
の
医
師
に
よ
る
お
話

と
、
体
験
者
の
お
話
登
闃
ぐ
会

奮
行
い
ま
す
。

日
時
―
月
扣
脛
(
金
)
、
午
後

L
時
3
0分
―
T
時

睛
師

高
櫨
匣
雄
民
(
恵
旱
(
　

学
医
学
部
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
卮
屏

昔
(
3
8
5
5
)
4
t
5
1

リ
ハ
ビ
リ

『
ゲ
ー
ム
』
の
実
際

何
ら
か
の
障
害
が
あ
っ
ア
ひ
(

ド
汀
奄
蓊
と
袤
芳
、
ま

た
、
リ
(
ビ
リ
の
実
際
を
学
び

た
い
方
の
な
め
に
、
講
演
会
を

閧
耋
'
ヂ
。

日
時

―
月
2
2
E
(月
)
、
午
前

1
0時
I
正
午

対
象

区
内
在
住
の
万

講
師

佐
蓍
罠
(
理
学
療
法

占
官
員
3
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

燻
瘠
・
申
込
・
問
合
せ
先

江

北
保
健
相
談
所

?
3
8
9
6
)
4
8
4

講
演
会

骨
粗
鬆
症
を

予
防
し
よ
う

高
齢
化
箟
翆
迎
べ
人
生

智
幕
健
や
か
に
過
ご
す
な
め

に
は
、
中
高
年
か
ら
の
健
康
つ

く
ひ
が
t
(
切
と
い
わ
れ
ま
夛
。

そ
こ
で
、
「
寝
た
き
り
」
に
な

'
{
原
因
の
一
つ
で
あ
る
「
骨
粗

鬆
屏
の
予
防
に
つ
い
て
?
疋

耒
罵

日
時
3

月
竹
甘
(
水
)
、
午
後

L
時
印
分
A

時
叩
分

掃
酊

中
部
老
人
館

講
師

渡
辺
育
代
氏
(

栄
養

士
・
璧

澑

勦
指
導
士
)
。
保

健
婦

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

潘

相
談
所

S
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

シンポジウム ―――

ストップ・ザ・寝たきり
も
し
猥
た
き
り
に
な
っ
た
ら

あ
な
た
ほ
ど
?
¥
寄
か
7
・
　

だ
れ
に
、
ど
ん
な
介
護
葬
求

め
重
え
万
・
本
人
、
家
族
、

医
療
、
福
祉
各
々
の
鑿
兒
を
痔

ち
寄
っ
て
。
今
で
渮
叉
¥
し
と
を

考
臺

乙

よ
う
。

日
時―
呉
甘
(
火
)
、
午
後
　

7
蒔～
ま
叺
芬

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

助
言
者

増
子
墨

参
戉
(
柳
原

回

賢
)

窗
禺
3
0

人
(

先
箱
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

涓
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
鴟
相
談
所

昔
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

税

金

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

原
動
機
付
自
転
車

の
廃
車
名
義
変
更

次
の
ぶ
刄
原
動
機
付
自
転

車
黍
お
持
ち
の
万
は
、
廃
車
ま

た
は
名
義
恋
更
を
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

マ
笋
れ
て
乗
れ
な
い
も
の

マ
盗
難
に
遭
い
、
現
廷
ま
で
発

見
麌
れ
て
い
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
し
な
い
で
、
売
っ

た
ひ
譲
っ
た
n
じ
た
も
の

手
綉
き
に
ぶ
餮
な
も
の

〉
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

マ
標
識

交
付
証
明
書
(
盗
難
、
紛
失

等
の
場
合
は
係
に
お
問
い
合

な
ぞ
だ
さ
い
)
マ
印
か
ん

※
1
月
刄
旨
悉
に
手
続
き
を

し
な
い
4

平
虞
5
年
畧
詈

勣
市
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
他

人
に
譲
っ
た
方
、
廃
車
届
奮
代

璢
人
に
依
頼
レ
だ
方
は
、
必
ず

廃
車
届
出
済
書
の
厦
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

軽
自
動
車
税
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

教

育

教
育
相
談

学
校
に
行
く
q
t
蹶
が
る
、

謚
戳
違
い
、
夢
i

気
心

い
屁
こ
、
お
f
兄

の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

加
膈
が
問
題
の
解
決
に
あ
た
り

ま
す
。

□
面
接
に
よ
る
相
談

区
内
―
刀
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
9
)
q
5
3
1

マ
綾
瀬
分
室
(
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ

内
)

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

品
詞
分
室
(
北
鹿
浜
小
内
)
　

豐
(
3
8
R
χ
Q
)
7
7
1
5

―
い
ず
れ
も
―

受
付
日
時

毎
凋
月
曜
盂
逞

日
、
午
前
9
時
よ
i
y

時

申
沾
方
法

電
話
予
約

□
霞
話
に
よ
る
相
談

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

昔
(
1
4
)
7
8
6
7

受
付
日
時
毎
週
月
曜
卜
金
曜
　

叺
午
前
晶
～
午
後
轟
　

(最
終
鷽
け
付
け
は
、
午
後

t
時
3
0分
)

問
合
せ
先
教
育
セ
ン
タ
ー
　

昔
(
3
8
5
9
)
q
5
3
1

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
足
立
フ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ー
月
茆
は
(
日
)

午
前
1
1
時
～
午
後
―
時
(
小

雨
決
行
)
/
都
市
農
業
公
園

駐
車
場
/
出
店
希
望
者
鳶
集

中
/
友
本

昔
(
3
只
5
5
)
a

☆
`
7
回
足
立
ブ
ロ
ッ
ク
青

年
戴
四大
会
・
輝
け
地
球
人

3
月
2
1
貝
日
)
午
後
し
時
～

く
時
/
奩
委
與
館
/
襄

円
/
倫
狸
鱗
5
町
足
立
ブ
ロ

ッ
ク
青
年
苧
庄
司
s
(
3

8
5
9
)
3
(
{χ
a
4

=
募

集
=

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
毎

週
水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1

購

芬
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
/
入
会
參
t
円
、
月

額
2
千
沺
円
/
加
藤
豐
　

(
a
)
0
8
9
2

☆
山
歩
き
の
会
「山
狂
舎
同

人
」初
心
者
向
き
、週
末

東
京
近
郊
の
山
(
日
帰
n
と

I
泊
)
/
月
額
沺
円
/
(
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
参
明
記
/
〒
1
2
3
西
新
井
栄

町
2
-
2
3
1
?
揃
服
部

☆
リ
リ
エ
ン
コ
ー
ル
(
コ
ー

一
フ
ス
)
毎
月
2
-
3
回
日

曜
日
、午
前
1
0
時
叩
分
～
正

午
/
北
綾
瀬
駅
前
/
月
額
千

网
円
/
大
前
{
l
(
3
6
2

0
)
t
人
f
Q
5

掲
示
板

□
島
じ
ま
ん
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト吏

皿
諸
島

、
小
客
原

諸
島

で
撮
っ
た
、
未
発
表
の
作
品

螽

集
し
ま
ず

。

応
募
部
門
T

赭

門
・
:
サ

ー
ビ
ス
版
以
上

マ
R

部

門
・
:四
つ
切
n
以
上

氷
両
部
門
な
ら
単
写
真
で

、

組
写
真
は
不
可
で

歹
。

応
募
方
法

信

認

応
募
部

門

、
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、

職
業
(
学
校
名
)
、
電
話
番

号
、
題
材
、
撮
影
年
月
匯
、

撮
影
場
所
を
記
入
し
た

「
C
募
票
し

冢

符

応
募
期
限
i
r
t
月
1
0匯
必
着

応
募
・
問
合
せ
先

東
京
愛

ら
ん

ど
フ
ェ
ア

「
島
じ
ま

ん
9
3
」
運
営
事
務
局

〒
1
0
2
千
代
田
区
飯
田
樵
3
　

1
1
1
1
1
一
-
1
5
u
E
D
A
ビ
ル
　

i
階
s
(
0
1
2
u
)
　

―
□
平
成
】
年
度
東
京
都
職
員

経
験
者
採
用
試
験

受
験
資
格
昭
和
3
5
年
t
月
　

2
日
～
4
0
年
4

月
F
日
ま

で
に
隼
一
れ
た
方
刄
民
　

間
金
蘖
等
に
お
け
る
職
務
　

経
験
か
う
年
以
よ
あ
る
万

募
集
予
定
職
種
事
務
、
土
　

木
、
建
築
、
機
械
、
電
気

第
L
次
試
験
日
9
月
1
9
日

申
込
受
付
▽
郵
送
・
・
&
月
　

1
6
日
卜
&
月
2
3
E
▽
持
　

参
・
:
8
月
2
4
贏
冐

採
用
予
定
日
平
成
6
年
t
　

月
1

日
以
降

試
験
説
明
会
3

月
3
0
日

(火
)
、都
庁
都
民
ホ
ー
ル

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都

人
事
委
員
会
試
験
課

〒
1
6
3匚0
1
新
宿
区
西
新
宿

n
/】|
?
1

・
。(
5
3
2
0
)
Q
g

χ
乙

□

「
都
議
会
リ
ポ
ー
ト
」
読

者
募
集

都
議
会
で
は
、
議
会

瓱

勣
を
呎
く
都
民
に
知
っ
て
も
6
p

尽
め
、
月
刊
の
広
報
誌

「
都
議
会
リ
ポ
ー
ト

」
煢

先
着
で

』
千
瞋
人
の
方
に

、i

月
号
か
ら
1
年
間
無
料
で

お
送
9

旨

チ

。

申
込
方
法
(

ガ
キ
に

庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号

、「
都
議
会
リ
ポ
ー
ト

希
望
ふ

萌

記

申
込
期
限
1

月
2
0日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先
都
議
会
　

広
報
課
〒

1
6
3
-
m
新
宿
　

区
西
新
宿
7
‘
-
8
ト
ー
　
`

‘
(
Q
J
2
0
)
7
t
L
2
6

□
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ

ど
い

日
時
l

晨
T
2
8
m
(
-
　

泊
2

日
)

場
所

圉
大
高
校
新
田
キ
ャ

ン
パ
ス

対
象

都
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
青
年
男
女

定
員
6
0

人
(
先
箟
岨
)

費
用

冫
千
円
(

―
目

昼
　

食
代
・
交
通
費
は
各
自
)

霑

方
法

電
話

申
込
期
限
3

月
1
7討

申
込
・
問
合
せ
先
東
京
ポ
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
　

・
。(
3
2
q
5
)
1
4
1

□

「
都
民
劇
場

」
会
員
募
集

都
民
劇
場
は
、
優
秀
な
演

劇
・
音
楽
が
安
い
会
賢
で
鑑

賞
で
き
る
、
便
剪

答

長
制

の
鑑
賞
団
体
で
す

。a
月
中

は
、
入
会
金
千
円
が
沺
円
に

創
引
呉

衿

ま

す
。

問
合
せ
先

都
民
劇
場

・
。(
3
?
頁
)
9
)
4
6
2
1
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道 路交通環 境整 備月間
道 路 はみ んなの も の!

～明るく　 き れいに　 安全 に～

3
月
は
湎
路
交
通
環
境
整

備
月
間

で
す
。
だ
れ
も
が
安

全
に
通
れ
蜃
尨
路
に
す
る
た
め

に
、
利
用
者
で
あ
る
皆
齏
凡
に

マ
ナ
ー
や
大
切
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
ぐ
た
め
に
一付
い
串
瓦

ご

協
力
氈
心願
い
し
ま
す
。

明
る
く
安
全
な
道

小
J
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
て

歩
い
た
り
、
買
い
物
の
途
中
な

ど
で
示
き
に
く
い
な
あ
≒
あ

ぶ
な
い
な
戸

な
ご
と
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
こ

ん

な
思
い
を
し
な
ぐ
て
を

卦
邏

路
に
す
る
た
め
に
、
区
や
警
察

署
で
は
、
次
9
鬻
な
こ
と
に

取
り
泪
ん
で
い
ホ
罵

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
や
歩
道

の
祭
備

〉
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ガ
ー
ド
ハ

イ
ブ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
街

路
灯
等
の
交
通
安
全
施
設
の

整
備

▽
道
路
の
補
修
や
清
掃
等
の
維

持
管
理

美
し
い
道
路
へ

気
持
ち
よ
く
通
れ
蜃
卮
路
に

す
Åだ
め
、
次
の
ぶ
7
硲
にと

は
、
や
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

〉
商
品
や
自
動
販
売
機
奎
直
ぐ

▽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
串
等
の
車
庫
が
わ
り
に
使

っ
た
り
、
放
置
駐
巾
す
る

〉
ゴ
ミ
や
土
砂
等
の
枌
け
捨
で

▽
無
断
で
道
路
を
作
業
場
に
し

た
り
、
材
料
置
場
に
す
る

▽
無
断
で
看
板
や
日
よ
け
テ
ン

ト
等
を
退
路
に
ゆ
か
だ
し
て

置
い
た
り
、
取
り
付
け
る

道
路
の
占
用

た
だ
し
、
次
り
犬
尨
も
の

は
一
定
の
基
牽
に
従
っ
て
設
置

を
認
め
る
冫
と
が
あ
口
浪
す
。

事
前
に
交
通
管
理
者
で
あ
る
警

四曾
の
許
可
も
受
け
ア
く
だ
さ

し▽
建
物
か
ら
道
路
上
空
へ
突
出

す
る
日
よ
け
・
苜
板

二

時
的
な
建
築
L
亊
用
Q
賍

場
や
仮
囲
い

▽
そ
の
ほ
か
道
路
法
や
道
路
交

通
法
に
規
定
さ
れ
た
物
件
　

す
で
に
取
口
付
け
て
匚
歪
つ

た
物
で
、
基
準
に
包
友
い
も

の
は
、
基
準
通
り
に
す
る
か
、

取
り
は
ず
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

正
し
く
使
お
う

も
っ
と
庄
み
や
す
い
ま
ち
に

す
る
た
め
、
皆
沢
ん
一
人
ひ
と

只
箔
路
に
関
心
を
痔
っ
て
便

う
こ
と
が
t
(切
で
す
。

足
立
区
と
区
内
警
察
署
は
厄

日
パ
ト
ロ
ー
ル
奔
1
1つ
て
、
正

し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
指
導

を
し
て
い
ホ
瓦

ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
、
住
み
よ
い
足

立
に
」
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
▽
中
矢
本
町
庁
　

舎
・
路
政
課
s
(
a

o
)
5
2
3
1
▽
千
庄
響
　

察
署
昔
(
3
8
7
9
)
0
　

1
1
0
▽
酉
新
井
警
察
署
　
?

3
8
5
2
)
0
1
1
　

0

〉
綾
瀬
警
察
署

昔
(
3
6
2
0
)
0
1

ふ

足
立
区
・
川
口
市
境
、
新
芝
川
に

『
入
谷
大
橋
』完
成

足
立
区
と
川
口
市
の
共
同
事

業
と
し
て
施
工
し
て
い
た
「入

谷
t
「橋
」が
完
成
し
、3
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情 報 コ ー ナ ー
「あ い ネ ット21 」で

テ ニ ス ・野 球 場 の 予 約 を!

テ ニ ス ・ 野 球 場 の 空 き
施 設 予 約 が で き ま す

● 加入 ・ 申 し 込 み 等く わし く は 本 庁 舎( 千 住) ・広 報 課 あ い ネット21 担 当 へ 　3882・1111( 代)

足 立 ジュ ニ ア 吹 奏 楽 団

指 導 者 募 集
音 楽 に 熱 意 を 持 つ 区 内 の 小 学 生

を 対 象と し た 吹 奏 楽団 が 、 指 導 者
を 募 集 し ま す。
募 集 人 員1 人
指 導 パ ー ト ト ラン ペ ット
指 導 項 目 技 術 指 導 なら び に 団 活

動に お け る 総 合 的指 導
募 集 条件 現 在 活 動し て い る 専 門

家 で 、 週2 回 の 練 習 に 来 ら れ る
方

時 糸合2350R
練 習 会場 瓦 反 野 小学 校( 東 武 線

五 反野 駅 下 車 徒 歩3 分)
練 習日 時 レ 定 例 練 習 … 水 曜 日

( 午後5時30分～7時30分) ・

土曜日( 午後3時～6時) 卜そ　
の ほ か 派 遣 事 業 ・ 演奏 会 等

申 込 方 法 『t 接 窓 口 また は 電 話
申 込 期 限3 月25 日
申 込・問 合 せ先 木庁 舎( =F 庄) ・

文 化 振 興 係03882- 1111 ㈹
一 参 考 一

団 の 目 的 足 立 区 を 代表 す るよ う
な 楽 団 を 目 指 す と とも に 、 集団
活 動 を 通じ 、 感 性 を磨 き 、 人間
性 を 高 め る 。

構成人数小学校4～6年生の児　
童 約100 人

現 指 導 者 数5 人

手 話 講 習 会
受 講 生 募 集

□ 初 級 コ ー ス
対 象 義 務 教 育 終 了 者 で 初 め て

手 話 の 学 習 を す るカ
ク ラ スE>A( 昼) … 毎 週 木 曜 日

午前10時～正午[ >B( 夜) … 　
毎週木曜日、午後7時～9畤

定員 各50 人( 先 着 順)
□ 中 級 コ ー ス
対 象 義 務 教 育 終 了 者 で 初 級 終

了 程 度 か 簡 単 な 日 常 会 話 程 度
の 手 話 技 術 習 得 者

ク ラ ス[ >A 〔昼 〕・・・毎週 土 曜 日
午後2時30分～4時30分じ>B　　
( 夜) ・・・毎週水曜日、午後7時　～

9 時
定 員 各X10人( 先 着 順)
□ 上 級 コ ー ス
対 象18 歳 以 上( 4 月1 日 現 在) 　

で 、 終 了 後 区 内 で 手 話 通 訳 活 動
を 行う 意 欲 の あ る 中 級 終 了 者程
度 の 手 話 技 術 習 得 者 か 手 話 奉 仕
員 登 録 者( 都 の 通 訳 者 コ ー ス
指 導 者 コ ー ス 終 了 者 を 除 く)

入 門 試 験 日・場 所4 月18 日( 日) 、
竹 の 塚 障 害 福 祉 館

クラス( 昼) 毎週土曜日、午後　
2時30分～4時30分

定 員30 人( 入 門 試 験 合 格 者)
- い ず れ も一

場 所 竹 の 塚 障 害 福 祉館
対 象 区 内 在 住 ・在 動 ・ 在 学 で 耳

の 聞 こ え る 方
日程5月～3月( 各コース40回)
開 講 式5 月9 日( 日)
閉 講 式 平 成6 年3 月13 日( 日)
※ 各 コ ース と も 、 期 間中 日 曜 日 を
利 用 し て 学 習 す る 場 合 が あ り ま
す 。
費 用 テ キ ス ト 代1200 円 程 度
申 込 方 法 封 筒 に 返 信 用封 筒( 62　

円 切 手て ん 付) を 同封 し 、 希望
ク ラ ス( 朷・中 級 の場 合 は 、A 、
B 明 記) 、住 所、氏 名、電 話 乕 号、
職 業 を 明 記

申 込 期 限3 月31 日 消 印 有 効
※ 一 度 終 了 し た コ ー ス の 再受 講 は
で き ませ ん。
申 込 ・問 合 せ先 社 会 福 祉 協 議 会

〒120 千 佳1- 4- 18
B3888- 1550

ニュースポ ーツ 講 習 会・ 交 流 会

子 供 か ら お 年 寄 り ま で 、 フ ァミ
リ ー で 参 加 で き ま す 。
日時3月27日出、午後1時～4　

時( 午 後12 時30 分 受 け)
場 所 梅 島 小 学 校校 庭 ・ 体 育 館

( 梅 島 駅 下 車 徒 歩2 分)
対 象 区 内 在 住 ・ 在 勤 の 方
内 容 グ ラ ンド ゴ ル フ 、 タ ー ゲ ッ

ト バ ード ゴ ル フ 、 ビ ーチ ボ ール

、バレー、ミニベースボール
定 員100 人
費 用 無 料
申 込 方 法 電 話 予約
※ 屋 外 ・ 室 内 用 シ ュー ズ、 ス テ ィ
ッ ク( お 持 ち の 方) 等 を 持 参
申 込・問 合 せ 先 木 庁 舎( =F 庄) 。

体 育 振 興 係3882- ・1111㈹

(財)足立あいあい公社

コ ーディ ネータ ー募集

内 容 公 社 の 利 用 会 員 宅 の 訪問 、
会 員 と の 調 整

応募資格25歳～45歳の女性で、
自 転 車 に 乗れ る 方

報 酬 等 月 額177, 000 円 、交 通 費支
給

雇 用 期 間1 年 問( 更 新 可)
勤務時間月～金曜日のうちの4

日間、午前9時～午後5時15分
定 員3 人
応 募 期 限3 月22 日
採 用 日4 月1 日
応 募 方 法 電 話
応 募 ・ 問 合 せ 先 あ い あ い 公 社

C3856 ―0274

あだち日 曜教室
障 害 者 を 対 象 に 「あ だ ち 日 曜教

室 」 を 開 催し ま す 。
日程4月11日～平成6年3月13　

日( 原則として毎月第2日曜日、
全12回) 、乍前9時30分～午後4　
時

対 象 区 内 の 養 護 学 校 等 を 卒 業
し 、教 育 機 会 の な い 青 年 男 女( 一
人 で 参 加 で き る 方)

内 容 コ ー ス 学 習( ス ポ ー ツ 、 調
理 、 ペ ン 習 字 、 写 真 、 手 芸 、 工
作) と 全 体 学 習( ピ ク ニ ッ ク 、
ス ポ ー ツ 大 会 、 も ち つ き 大 会 、
宿 泊 学 習 、 文 字 学 習)

費 用 教 材 費 と し て 年 間4, 000 円
(ピ ク ニ ック 、宿 泊 は 実 費 負 担)

申 込 方 法 電 話( 申 込 用 紙 を お 送
り し ま す) また は 直接 窓 口

※ な お 、 お 手 伝 い い た だ け る ボ ラ
ン テ ィ ア の 方 も 募 集 し てい ま すの
で 、 お 問 い 合わ せ く だ さ い 。
場 所 ・ 申 込 ・ 問 合 せ 先 青 年 セン

タ ーf 13890- ( ) 061

プラネタリウム
―春の投映―

い つ か

火星に青空を …

赤 い 惑 星「火り 」 火 星 の 地球 化
計 圃 に つ い て 舂 の 星 座 と とも に
ご 紹 介し ま す
日 時D 毎 週 木 蹈1日 午 後7 時( 1　

月29 日 は 休 館 日) D 毎 月 第
1 ・ 第3 ・ 第5 土 曜 日 、 午 後1　

時 ・2 時30 分 ・4 時 の3 回( 3　
月20 日 は 休 館 日)

定 員172 人( 各 回 先 着j l罰)
費 用D15 歳 以 下 … 無 料D16 歳

以 上・・・100円
場 所 ・ 問 合 せ 先 教 育 セ ン タ ー

385C〕一一8801RECYCLE PAPER
―森 林資 源を 大 切 に ―

NSe240, 000


